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全体外構新設配置図(1)(舗装・附帯施設・植栽工事)
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ブロック舗装の
色分けで施工のこと

横断歩道ラインは

D

D

G-01

ユキ

ナン

植栽工事リスト

凡　　例 名　称 備　考

ベタ張り
張芝(高麗芝)

（100％張り）
張芝

フィリ フィリヤブラン

2脚鳥居型支柱添木付き
ソヨ ソヨゴ

H2.5　C  -　W0.7
常緑

2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマ
2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマボウシ
H3.0　C0.15　W1.5

落葉

砂利敷き 防草シート、砂利敷きt40

エゴノキ 落葉
H2.5　C0.10  W0.6

エゴ

ベニ ベニカナメモチ 常緑
H1.8　C　- 　W0.5

ユキヤナギ

セイヨウイワナンテン

(レインボー)

D
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①

1-8

1-7

1-7

1-7

1-7

平板ブロック舗装

1-4
D

D
1-3

D
1-2

舗装工事リスト

D
1-1

備　考名　称凡　　例

※計画高さ(舗装路床)までの切土、盛土も本工事に含む。

RC-40:t=150

D
1-5

密粒度アスファルト舗装

木チップ:t=50　RC-40:t=100木チップ舗装  

D
白線引き

溶融式

駐車区画：W150

1-6

D
1-7

D
1-8

人工芝:t=30
①②

As:t=50　
RC-40:t=150

①人工芝(形状記憶仕様)

②人工芝(一般歩行者仕様) As:t=50　RC-40:t=150(①、②共)

①②
①コンクリート舗装  (車道用)

②コンクリート舗装  (歩道用)

①Co:t=150　RC-40:t=150(溶接金網共)

②Co:t=100　RC-40:t=100(溶接金網共)

溶融式

誘導 停止 点字ブロック

身障者マーク
W150

300×300×t80

生垣支柱　植付間隔50cm

10.5P 3芽立（35Pot/㎡）

D
1-1

D
2-8

D
2-10

D
2-9

D
2-11

1-6
D

H0.8　C  -　W  -　3本立（4株/㎡）

H0.3　C  -　W0.2（9株/㎡）

平板ﾌﾞﾛｯｸ:t=80　固化目地砂:t=20

現場打ちコンクリート製
目隠し壁

2-19
D

目隠しフェンス門扉 H2000

蛇籠②

2-18

2-17

D

D

900×518×H780ゴミストッカー
2-16
D

2-4
D

スロープ
W1660　高低差H300

コンクリート製

120×180×600

2-3
D

輪止めD
2-2

附帯施設工事リスト

120×120×600D 地先境界ブロック
2-1 地先境界ブロック

備　考名　称凡　　例

土留め壁
コンクリート製既製品擁壁

D
2-5

蛇籠

PU-300C共

D

D

2-6

2-7

休み石

ポスト

800×500×H700

既存外構より移設

既存外構より移設

D
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メッシュフェンス H1800

2-9
D

既製品倉庫 2740×2630×H2030

D
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メッシュフェンス両開き門扉 H1800

D

D
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2-12

D

D

2-13
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キュービクル基礎

ガスボンベ収納庫基礎

D
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空調室外機基礎(新築棟)

空調室外機基礎(既存棟)

設備基礎

4000×3000×H500

3200×1200×H150

6175×750×H150

2900×1000×H400

①2300×650×H150

②1250×650×H150

D
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施設名称サイン
SUS切り文字

8300×500×H500

H800～2000

7500×250×H2000

コンクリート製目隠し壁共

W2200×H250　12文字

D
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御影石ベンチ 
W1200×D400×H380 
ｺﾄﾌﾞｷ　EX-13070　同等品以上
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フィリ
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エゴ
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凡例

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）
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全体外構新設配置図(2)(雨水排水工事)
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（-0.86）（-0.95）

（-0.99）

グレーチング蓋

1種(歩道用)
U-150

3種(車道用)

グレーチング蓋
PU-250

横断側溝

自由勾配側溝

カンタン側溝 スリット側溝

凡　　例 名　称 備　考

雨水排水工事リスト

建物堅樋から会所への接続配管はVPφ100
勾配は1％以上確保すること

雨水排水管VP＊＊＊

青色桝、水路は既存のもの

二次製品　240×240（コンクリート蓋付）

Ｃ 雨水会所桝Ｃ 二次製品　360×360（コンクリート蓋付）

Ｂ 雨水会所桝Ｂ 二次製品　300×300（コンクリート蓋付）

雨水会所桝ＥＥ 300×300×800

300×300×600Ｄ 雨水会所桝Ｄ

Ｆ 雨水会所桝Ｆ 300×300×1000

VPφ100,125,150,250,300
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t135～156,56～85)

雨水会所桝ＡＡ
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凡例

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）
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案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

厨房

飲食･物販スペース

検収室

一般用ＷＣ

授乳室

蕎麦打ち

スペース

職員用ＷＣ

倉庫

休憩･会議室

:1工区範囲を示す

D

D
1-2

D
1-2

D
2-1

D
1-1

D
1-1

2-1

仮舗装として砂利敷き

仮舗装として砂利敷き

D
2-8

D
2-10

D
2-9

D
2-11

D
2-12

1期工事外構新設配置図 (1)(舗装・付帯施設・植栽工事)

D
2-13

1-6
D

D

D
2-1

横断歩道ラインは
ブロック舗装の
色分けで施工のこと

D
2-1

D

(t=200)舗装を行う

(t=200)舗装を行う

G-03

D
1-3

①

D

1-4
D

D
1-3

D
1-2

舗装工事リスト

D
1-1

備　考名　称凡　　例

※計画高さ(舗装路床)までの切土、盛土も本工事に含む。

D
1-5

D
1-6

D
1-7

1-8

誘導 停止

1-7

1-8

ユキ

ナン

植栽工事リスト

凡　　例 名　称 備　考

ベタ張り
張芝(高麗芝)

（100％張り）
張芝

フィリ フィリヤブラン

2脚鳥居型支柱添木付き
ソヨ ソヨゴ

H2.5　C  -　W0.7
常緑

2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマ
2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマボウシ
H3.0　C0.15　W1.5

落葉

砂利敷き 防草シート、砂利敷きt40

エゴノキ 落葉
H2.5　C0.10  W0.6

エゴ

ベニ ベニカナメモチ 常緑
H1.8　C　- 　W0.5

ユキヤナギ

セイヨウイワナンテン

(レインボー)

生垣支柱　植付間隔50cm

10.5P 3芽立（35Pot/㎡）

H0.8　C  -　W  -　3本立（4株/㎡）

H0.3　C  -　W0.2（9株/㎡）

平板ブロック舗装
RC-40:t=150

密粒度アスファルト舗装

木チップ:t=50　RC-40:t=100木チップ舗装  

白線引き
溶融式

駐車区画：W150

人工芝:t=30

As:t=50　
RC-40:t=150

①人工芝(形状記憶仕様)

②人工芝(一般歩行者仕様) As:t=50　RC-40:t=150(①、②共)

①コンクリート舗装  (車道用)

②コンクリート舗装  (歩道用)

①Co:t=150　RC-40:t=150(溶接金網共)

②Co:t=100　RC-40:t=100(溶接金網共)

溶融式

点字ブロック

身障者マーク
W150

300×300×t80

平板ﾌﾞﾛｯｸ:t=80　固化目地砂:t=20

2-4
D

スロープ
W1660　高低差H300

コンクリート製

120×180×600

2-3
D

輪止めD
2-2

附帯施設工事リスト

120×120×600D
地先境界ブロック

2-1 地先境界ブロック

備　考名　称凡　　例

土留め壁
コンクリート製既製品擁壁

D
2-5

蛇籠

PU-300C共

D

D

2-6

2-7

休み石

ポスト

800×500×H700

既存外構より移設

既存外構より移設

D
2-8

メッシュフェンス H1800

2-9
D

既製品倉庫 2740×2630×H2030

D
2-10

メッシュフェンス両開き門扉 H1800

D

D

2-11

2-12

D

D

2-13

2-14

キュービクル基礎

ガスボンベ収納庫基礎

D

空調室外機基礎(新築棟)

空調室外機基礎(既存棟)

設備基礎

4000×3000×H500

3200×1200×H150

6175×750×H150

2900×1000×H400

①2300×650×H150

②1250×650×H150

D
ゴミストッカー 900×518×H780

2-15

2-16

D

D

2-17

2-18

蛇籠②

H2000目隠しフェンス門扉

現場打ちコンクリート製
目隠し壁2-19

D

D
2-20

施設名称サイン
SUS切り文字

8300×500×H500

H800～2000

コンクリート製目隠し壁共

7500×250×H2000

W2200×H250　12文字

D
2-21

既製品ベンチ
御影石ベンチ 
W1200×D400×H380 
ｺﾄﾌﾞｷ　EX-13070　同等品以上

フィリ

フィリ

フィリ

ヤマ

ユキ

ナン

ユキ

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け現況高さに摺り付け

既存桝に接続

-0.195

-0.54

-0.53-0.54

GL=-0.395
FL=-0.195

-0.53
-0.54

1.
5
%

-0.54

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

-0.395

-0.29

-0.29

1
.
0%

-0.29

-0.395

-0.195

-0.425

-0.40

-0.40

-0.445

2.
6
%

-0.37

エゴ

ソヨ

エゴ

ソヨ

凡例

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



EV
 Q

U
IC

K

ク

イ

バ

車

転

自

トイレ

ホッケー場

案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

厨房

飲食･物販スペース

検収室

一般用ＷＣ

授乳室

蕎麦打ち

スペース

職員用ＷＣ

倉庫

休憩･会議室

:1工区範囲を示す

A
t150～120)

(底打ちモルタル
PU-250

A

t120
～90)(底打ちモルタル

PU-2
50

A

E

E

VP
3 0

0

VP300

横断側溝H400
(底打ちモルタル

t135～95)

自由勾配側溝H300(底打ちモルタルt115～35)

C

（-0.615）

（-0.645）

（-0.665）

（-0.94）

（-0.86）（-0.95）

（-0.99）

CE

F

E

雨水排水工事リスト 青色桝、水路は既存のもの

凡　　例 名　称 備　考

VPφ100,125,150,250,300
VP＊＊＊ 雨水排水管 建物堅樋から会所への接続配管はVPφ100

勾配は1％以上確保すること

二次製品　240×240（コンクリート蓋付）

Ｂ 雨水会所桝Ｂ 二次製品　300×300（コンクリート蓋付）

Ｃ 雨水会所桝Ｃ 二次製品　360×360（コンクリート蓋付）

Ｄ 雨水会所桝Ｄ 300×300×600

Ｅ 雨水会所桝Ｅ 300×300×800

Ｆ 雨水会所桝Ｆ 300×300×1000

1種(歩道用)
U-150

グレーチング蓋

3種(車道用)
PU-250

グレーチング蓋

横断側溝

自由勾配側溝

カンタン側溝 スリット側溝

1期工事外構新設配置図(2)(雨水排水工事)

G-04

(底打ちモルタルt195～70)
自由勾配側溝H300

(底打ちモルタルt70～50)
横断側溝H300

D

（-0.87）

t
6
5
～

5
4,

15
4～

13
5
)

自
由

勾
配

側
溝

H
5
0
0,

6
00

(底
打

ち
モ

ル
タ

ル

（-0.90）

(底打ちモルタル
t135～156,56～85)

自由勾配側溝H600,500

自由勾配側溝H600
(底打ちモルタル

t185～75)

E

（-0.96） （-0.93）

（-1.02）

雨水会所桝ＡＡ

300×300,300×400

300×300,300×400,300×500,300×600

（-0.585）

t105～95)
(底打ちモルタル

横断側溝H400

工事着手後すぐに、

外構工事前に接続すること

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け現況高さに摺り付け

既存桝に接続

-0.195

-0.54

-0.53-0.54

GL=-0.395
FL=-0.195

-0.53
-0.54

1.
5
%

-0.54

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

-0.395

-0.29

-0.29

1
.
0%

-0.29

-0.395

-0.195

-0.425

-0.40

-0.40

-0.445

2.
6
%

-0.37

エゴ

ソヨ

エゴ

ソヨ

凡例

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



倉庫

倉庫

物販（ 地域産品・ 農産物）

多目的スペース

屋外スペース

販売

事務室

女WC

女更衣

男WC

ｶｳﾝﾀｰ

棚

機械室

EXP.J

カフェ

回廊

休憩スペース

搬入室

ク

イ

バ

車

転

自

トイレ

ホッケー場

案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

KBM

既往Bor-No.1

Bor-No.1Bor-No.3

Bor-No.2

キュービクル
EV充電

フィリ

フィリ

既存桝に接続

厨房

飲食･物販スペース

検収室

一般用ＷＣ

授乳室

蕎麦打ち

スペース

職員用ＷＣ

倉庫

休憩･会議室

-0.40

ヤマ

ユキ

フィリ

ナン

ソヨ

ソヨ

エゴ

エゴ

ユキ

:2工区範囲を示す

2.0%

±0

-0.195

GL=-0.395
FL=-0.195

GL=-0.395
FL=-0.29

-0.335

-0.29

-0.29

-0.45

-0.53

-0.53

現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

既存桝に接続

-0.54

-0.54

-0.54

-0.435

-0.445
-0.445

-0.51

-0.885

-0.45

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

1.
5
%

-0.54

-0.29

-0.29

-0.74

-0.36-0.44

-0.29

-0.445

-0.425

-0.29

-0.51

-0.35
-0.29

-0.45

-0.39

-0.33

-0.23
2.0%

2.
0%

2
.
0
%

2.0
%

2.
0%

2.0%

1.5
%

-0.29
-0.36

-0.37

2
.
6%

1
.
0%

D
2-14

②

ヤマ

エゴ

ヤマ

ソヨ

張芝

ソヨ エゴヤマ

張芝 張芝

エゴ
ヤマ

ソヨ

1-6
D

2-2
D

D
2-2

1-6
D

D
2-2

2期工事外構新設配置図 (1)(舗装・付帯設備・植栽工事)

G-05

1-4
D

D
1-3

D
1-2

舗装工事リスト

D
1-1

備　考名　称凡　　例

※計画高さ(舗装路床)までの切土、盛土も本工事に含む。

D
1-5

D
1-6

D
1-7

D
1-8

誘導 停止 ユキ

ナン

植栽工事リスト

凡　　例 名　称 備　考

ベタ張り
張芝(高麗芝)

（100％張り）
張芝

フィリ フィリヤブラン

2脚鳥居型支柱添木付き
ソヨ ソヨゴ

H2.5　C  -　W0.7
常緑

2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマ
2脚鳥居型支柱添木付き

ヤマボウシ
H3.0　C0.15　W1.5

落葉

砂利敷き 防草シート、砂利敷きt40

エゴノキ 落葉
H2.5　C0.10  W0.6

エゴ

ベニ ベニカナメモチ 常緑
H1.8　C　- 　W0.5

ユキヤナギ

セイヨウイワナンテン

(レインボー)

生垣支柱　植付間隔50cm

10.5P 3芽立（35Pot/㎡）

H0.8　C  -　W  -　3本立（4株/㎡）

H0.3　C  -　W0.2（9株/㎡）

D
2-7

2-2
D

D
2-3

D

D
1-1

2-1

D
1-2

D
2-4

D
2-6

D
1-5 D

D
2-14

D
2-14

D
2-14

①

D
2-15

2-12

②

②

D
2-13

D
2-16

D
2-1

D
2-18

D
2-17

D
2-1

D
2-1

D
1-5

①

1-2
D

D
1-4

②

2-1
D

D
1-4

D
2-19

D
1-3

①

D
1-3

②

D
2-20 1-6

D

D
1-7

平板ブロック舗装
RC-40:t=150

密粒度アスファルト舗装

木チップ:t=50　RC-40:t=100木チップ舗装  

白線引き
溶融式

駐車区画：W150

人工芝:t=30

As:t=50　
RC-40:t=150

①人工芝(形状記憶仕様)

②人工芝(一般歩行者仕様) As:t=50　RC-40:t=150(①、②共)

①コンクリート舗装  (車道用)

②コンクリート舗装  (歩道用) ②Co:t=100　RC-40:t=100(溶接金網共)

溶融式

点字ブロック

身障者マーク
W150

300×300×t80

D
1-3

②

D
1-7

D
1-7

D
1-5

①

D
2-1

①Co:t=150　RC-40:t=150(溶接金網共)

2-1
D

D

2-5
D

2-1

平板ﾌﾞﾛｯｸ:t=80　固化目地砂:t=20

スロープ
W1660　高低差H300

コンクリート製

120×180×600輪止め

120×120×600
地先境界ブロック

地先境界ブロック

備　考名　称凡　　例

土留め壁
コンクリート製既製品擁壁

蛇籠

PU-300C共

休み石

ポスト

800×500×H700

既存外構より移設

既存外構より移設

メッシュフェンス H1800

既製品倉庫 2740×2630×H2030

メッシュフェンス両開き門扉 H1800

キュービクル基礎

ガスボンベ収納庫基礎

空調室外機基礎(新築棟)

空調室外機基礎(既存棟)

設備基礎

4000×3000×H500

3200×1200×H150

6175×750×H150

2900×1000×H400

①2300×650×H150

②1250×650×H150

ゴミストッカー 900×518×H780

蛇籠②

H2000目隠しフェンス門扉

目隠し壁

施設名称サイン

8300×500×H500

現場打ちコンクリート製

SUS切り文字

H800～2000

コンクリート製目隠し壁共

7500×250×H2000

W2200×H250　12文字

2-4
D

2-3
D

D
2-2

附帯施設工事リスト

D
2-1

D
2-5

D

D

2-6

2-7

D
2-8

2-9
D

D
2-10

D

D

2-11

2-12

D

D

2-13

2-14

D
2-15

D
2-16

D

D

2-17

2-18

2-19
D

D
2-20

D
2-21

既製品ベンチ
御影石ベンチ 
W1200×D400×H380 
ｺﾄﾌﾞｷ　EX-13070　同等品以上

D
2-21 D

2-21

D
2-21

フィリ

張芝

ベニ

ベニ

凡例

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



倉庫

倉庫

物販（ 地域産品・ 農産物）

多目的スペース

屋外スペース

販売

事務室

女WC

女更衣

男WC

ｶｳﾝﾀｰ

棚

機械室

EXP.J

カフェ

回廊

休憩スペース

搬入室

ク

イ

バ

車

転

自

トイレ

ホッケー場

案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

KBM

既往Bor-No.1

Bor-No.1Bor-No.3

Bor-No.2

キュービクル
EV充電

フィリ

フィリ

既存桝に接続

厨房

飲食･物販スペース

検収室

一般用ＷＣ

授乳室

蕎麦打ち

スペース

職員用ＷＣ

倉庫

休憩･会議室

-0.40

ヤマ

ユキ

フィリ

ナン

ソヨ

ソヨ

エゴ

エゴ

ユキ

:2工区範囲を示す

2.0%

±0

-0.195

GL=-0.395
FL=-0.195

GL=-0.395
FL=-0.29

-0.335

-0.29

-0.29

-0.45

-0.53

-0.53

現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け 現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

既存桝に接続

-0.54

-0.54

-0.54

-0.435

-0.445
-0.445

-0.51

-0.885

-0.45

現況高さに摺り付け

現況高さに摺り付け

1.
5
%

-0.54

-0.29

-0.29

-0.74

-0.36-0.44

-0.29

-0.445

-0.425

-0.29

-0.51

-0.35
-0.29

-0.45

-0.39

-0.33

-0.23
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グレーチング蓋

1種(歩道用)
U-150

3種(車道用)

グレーチング蓋
PU-250

横断側溝

自由勾配側溝

カンタン側溝 スリット側溝

凡　　例 名　称 備　考

雨水排水工事リスト

建物堅樋から会所への接続配管はVPφ100
勾配は1％以上確保すること

雨水排水管VP＊＊＊

青色桝、水路は既存のもの

二次製品　240×240（コンクリート蓋付）

Ｃ 雨水会所桝Ｃ 二次製品　360×360（コンクリート蓋付）

Ｂ 雨水会所桝Ｂ 二次製品　300×300（コンクリート蓋付）

雨水会所桝ＥＥ 300×300×800

300×300×600Ｄ 雨水会所桝Ｄ

Ｆ 雨水会所桝Ｆ 300×300×1000

VPφ100,125,150,250,300

2期工事外構新設配置図(2)(雨水排水工事)

G-06

Ａ 雨水会所桝Ａ

300×300,300×400

300×300,300×400,300×500,300×600

VP100
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凡例

水路、管底高を示す

（数字）

（数字）

数字

数字

計画高を示す

計画水路底を示す

設計ＧＬ=-0.395(m)とする。

現況地盤高を示す

＊　図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

　　工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況および既存

　　建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の

　　承諾を受けること。

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



490 5050

C-C部分断面詳細図

備 考

参 考

1-3

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

備 考

参 考

1-1

備 考

参 考

1-2
S=1:10 S=1:10

外構詳細図（1） S：図示

D
密粒度アスファルト舗装 平板ブロック舗装

D D

5
0

G.L

プライムコートPK-3

密粒度アスファルト混合物

舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと
仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

備 考

参 考

D

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートおよび捨てコンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

ノンスリップ
バリアフリー仕様

8
0

（路床）路盤材料
再生砕石RC-40

1
5
0

G.L

S=1:10

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

平板ブロック（200×200×80）

（路床）

1
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020
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G.L

コンクリート

（路床）
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0

1
50

120
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2
0

10

敷きモルタルt=10

捨てコンクリートt=100

再生砕石RC-40　t=100

220

10
0
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0

地先境界ブロックG.L

S=1:10地先境界ブロック
2-1

備 考

参 考

S=1:10
2-2

D
輪留め

日本興業株式会社「NSP-120Bアンカー付」同等品以上  

G.L
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100 80
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0

75 105

(エポキシ系)
600

70 70460

取付アンカー 輪留めブロック（既製品）

70 460 70
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備 考

参 考

D

2-3
土留め壁 S=1:20

接着剤

S=1:100,50,20

備 考

参 考

D

2-4
スロープ

-0.74
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C

65
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10
0

スロープ手すり
(連続基礎共)

A-A断面図

10
0

65
0 8
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スロープ手すり
(連続基礎共)

B-B断面図

建築構造物

150 150900

平面図

10
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0

コンクリート

1
45

表面：刷毛引き仕上げ

310 310
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5
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@200
D10

SUS製手摺2段式

歩道

再生砕石RC-40 

捨てコン

D13

D10
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打放し補修仕上げ
コンクリート
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5
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150

路盤材料
再生砕石RC-40

コンクリート メッシュ筋φ6□150
刷毛引き仕上げ

400 50

A-A断面詳細図

100

310

410

路盤材料
再生砕石RC-40

メッシュ筋 (φ6 □200)
コンクリート

▽-0.45
▽-0.74

2,550 310 310

C-C断面図雨水排水工

備 考

参 考

S=1:20

500

雨水排水工

備 考

参 考

S=1:20
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グレーチング蓋(細目、開閉タイプ)

（
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＊　数字　はDを示す
＊（数字）はEを示す
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底版コンクリート

基礎コンクリート

▼GL

Ｕ字溝

150×150×600

(JIS A 5305)

雨水排水工

備 考

参 考

S=1:20
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PU-250(車道用)
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230

450

雨水排水工

備 考

参 考

PU-250 S=1:20 雨水排水工
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S=1:20カンタン側溝
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インバートコンクリート

敷きモルタル

基礎砕石
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再生砕石　RC-40 

再生砕石　RC-40

300 100100

雨水会所桝D、E、F
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0>

<1
06

0>

＊＜数字＞はFを示す

基礎砕石　RC-40

底打勾配モルタル
高さは配置図参照

日本興業株式会社「バリアフリーぺイブ」又は同等品以上

四国化成建材株式会社「セイフティビームSB型」又は同等品以上

備 考

参 考

S=1:10

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

舗装工事 砂利敷き舗装  

単粒度砕石4号
φ20～30

ワイヤーメッシュΦ6@150

再生砕石RC-40
再生砕石RC-40

段差識別樹脂塗料

段差識別樹脂塗料

段鼻：段差識別樹脂塗料
@200
D10
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2,550 310

表面：刷毛引き仕上げ
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防草シート(長繊維不織布)

G.L

（路床）

2
0
0

G-07

備 考

参 考

S=1:10
D

点字ブロック

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

日本興業株式会社「視覚障がい者用誘導ブロック」又は同等品以上備 考

参 考

S=1:10

備 考

参 考

1-4

D
木チップ舗装  S=1:10

G.L

5
0

木チップ

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

（路床）
再生砕石RC-40

1
5
020

0

備 考

参 考

1-3

D
S=1:10

仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

G.L

コンクリート

① ②コンクリート舗装  (車道用) コンクリート舗装  (歩道用)

10
0

再生砕石RC-40

（路床）

20
0

1
0
0

ワイヤーメッシュΦ6@150

①②
1-5

D
①人工芝(形状記憶仕様)、②人工芝(一般歩行者仕様)

1-7

再生砕石RC-40

（路床）

G.L

3
0

23
0

プライムコートPK-3接着剤

密粒度アスファルト混合物

5
0

1
5
0

人工芝(①形状記憶仕様、②一般歩行者仕様)

8
0

路盤材料
再生砕石RC-40

15
0

点字ブロック・誘導ブロック

（路床）

G.L

雨水会所桝A、B、C

＊　数字　はAを示す

＊＜数字＞はCを示す
＊（数字）はBを示す

指定排水管

37
0

10
0
60

300 5050

捨てコンクリート

▽GL

<4
80

>

<430>
(360)

(
4
2
0
)

コンクリート一般会所桝

再生砕石ＲＣ－４０

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

固化目地砂

固化目地砂

2
0

2
5
0

2
0

25
0

②日本興業株式会社「Raku芝ライト30mm」又は同等品以上　仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

①日本興業株式会社「メモリーターフ28mm」又は同等品以上

PU-300C

土留め壁

土留め壁：株式会社大成コンクリート「簡易土留め板(Uパネル)」同等品以上  

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)

グレーチング蓋（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目） 歩道用

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)

カンタン側溝：日本興業株式会社　同等品以上  

鋼製グレーチング蓋

鋼製グレーチング蓋

鋼製グレーチング蓋

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)

※使用する木チップは、工事内で発生した木材の端材を使用することとする。

一般社団法人　間伐材ウッドチップ舗装協会　木チップ舗装又は同等品以上



工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートおよび捨てコンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

雨水排水工

備 考

参 考

S=1:20 植栽工 2脚鳥居型支柱、低木植栽、張芝工、土壌改良断面図

備 考

参 考

外構詳細図（2）

自由勾配側溝、横断側溝構造図

植栽工

備 考

参 考
仕上げ高さと造成高さの調整を行うこと

S=1:10砂利敷き

（路床）
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砂利

防草シート

D

備 考

参 考

D

備 考

参 考

S=1:20休み石 S=1:20ポスト
2-6 2-7

50
0

800

平面図
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350

□400

正面図□500

G.L

※ポスト本体は既存外構のものを移設

再生砕石RC-40

※休み石本体は既存外構のものを移設

休み石

400

側面図

コンクリート

□400

□500

G.L

再生砕石RC-40

ポスト

標準断面図　 S=1：20

縦断用 縦断用
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基礎砕石
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インバートコンクリート

基礎コンクリート
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（自由勾配側溝）
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50

側溝(W300×h600)
（自由勾配側溝）

縦断用

（自由勾配側溝）
側溝(W300×h500)

縦断用
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基礎砕石

基礎コンクリート

インバートコンクリート
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インバートコンクリート
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50500
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グレーチング受枠
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側溝(W300×h400)
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基礎砕石
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45

インバートコンクリート

基礎コンクリート
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グレーチング受枠
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基礎砕石

インバートコンクリート

基礎コンクリート

4
45
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側溝(W300×h300)

鉢容量,植穴容量及び土壌改良材表 (造園修景積算マニュアルより)1本当たり

高　木＝幹　周 土壌改良材10%の場合の施用量深さ30cm その他の特記事項形 (cm) 鉢　径 鉢の高さ 植穴径 植穴深さ 鉢容量 植穴容量までの埋戻 固形肥料 摘　 　要(kg)質　　量容　量中低木＝樹　高 し土量 (m3)状 バークピートモス (kg)(m3)(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (m3) 混合の場合)( １．植栽工の枯補償のみ 堆肥のみ

以上10 未満15 28 2.538 0.028 0.14 9.80.098 0.3075 40 4.9 3.7
（１）　植栽樹木等が，工事完了引き渡し後１年以内に枯死または形

15 〃 20 〃 33 3.347 0.061 0.27 12.60.126 0.3087 46 6.3 4.8
姿不良となった場合は，当初植栽した樹木等と同等またはそれ以上の

高
　

　
　

木

25〃20 〃 39 4.057 0.11 0.44 15.4 7.7 5.90.154 0.4099 53
規格の物と植え替えるものとする。

30〃25 〃 4.966 45 111 59 0.17 0.65 18.7 7.29.4 0.400.187
（２）　上記（１）について枯死または形姿不良の判定は，発注者と

35〃30 〃 5.371 48 117 62 0.21 0.76 20.3 10.2 7.8 0.600.203
請負人とが立ち会いの上行うものとする。

45〃35 〃 7.290 59 141 75 0.4 1.34 27.7 13.9 10.6 0.600.277
（３）　暴風，豪雨，洪水，地震，地滑り，落盤，火災，落雷，破裂，

60〃45 〃 10.1113 74 171 90 0.74 2.28 38.8 19.4 14.8 0.600.388
爆発などの天災および人為的な事由による流失，折損，倒木の損害に

70〃60 〃 14.1141 91 207 109 1.32 3.7 54.1 27.1 20.6 0.900.541
ついては，植え替えの対象とはしない。

90〃70 18.5170 108 243 128 2.08 5.45 71.0 35.5 27.0 0.900.710
　ただし，干害，風水害，雪害等に起因するものであっても，立ち枯

未満30 50以上 10 0.4217 0.002 0.022 1.60.016 0.0733 26 0.8 0.6
れ状態のものについては，植え替えの対象とする。

中
低

木
(
単

植
)

〃 8050 12 0.5520 0.004 0.030 2.10.021 0.1037 28 1.1 0.8 （４）　本工事の植栽樹木等は，原則として植樹保険に付するものと
〃80 〃100 13 0.7522 0.005 0.040 2.90.029 0.101.141 31 1.5

する。これにより前記にかかわらず，火災，落雷，破裂，爆発によっ
100 〃 150 〃 26 16 46 35 0.008 0.057 3.4 0.88 1.7 1.3 0.120.034 て損害を被った場合は，植え替えの対象とする。
150 〃 200 〃 19 1.230 0.013 0.090 4.80.048 0.1654 40 2.4 1.8

２．掘削，支柱打設にあたっては埋設施設に十分注意すること。〃 250 2.30.133200 35〃 1.5 3.061 46 0.02223 0.059 5.9 0.20

〃 300 2.80.188250 40〃 1.9 3.769 51 0.03226 0.074 7.4 0.24

L=4000杉梢丸太(末口3cm)

主幹より長い場合は切断

杉皮巻・シュロ縄割掛け
杉丸太(末口6cm) L=600

釘打・鉄線綾割掛け杉皮巻・シュロ縄綾割掛け

GLGL

杉丸太(末口6cm)

L=1800

特記：杉丸太は加圧注入防腐処理材を使用すること。

土 壌 改 良 断 面 図

高 中 低 木
埋戻し土２

(客土+有機質土壌

改良材10%～20%+肥料)

GL

30
0

根　鉢

混
入

範
囲

鉢
深

さ

植
穴

深
さ

鉢径 埋戻し土１

(客土+在来土)植穴径

有機質土壌改良材：　ピートモス(調整品)，バーク堆肥(完熟品)等。
固形肥料：　高度化成 8-8-8。

特記： 土壌改良については土壌試験を実施し配合設計を行い，          
監督職員の承諾を得て実施すること。

張　芝　工 低木植栽工 地被植栽工

高麗芝（切り芝、マット、ロール）
低木

※法面は目串にて固定
樹皮系マルチング材 雑草防止・流出防止マルチ

客土（真砂土）総厚t=50
樹皮系マルチ材 t=3cm　(30L/m2)

3050

H 地被植栽 H=15cm15
0

10
0

盛土材＋バーク堆肥20%＋肥料15g/m2盛土材＋バーク堆肥20%＋肥料10g/m2 盛土材＋バーク堆肥20%＋肥料15g/m2

杉皮・シュロ縄胴縁釘止め 唐竹　末口φ25 胴縁：

1
30

0

1
2
0
0

60
0

6
00

5
00

GL

2000 20002000

杉木削丸太(加圧注入処理)

生　垣　支　柱2 脚 鳥 居 型 支 柱

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

日本興業株式会社　同等品以上   

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)

耐摩耗型

鋼製グレーチング蓋
(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)
鋼製グレーチング蓋

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)
鋼製グレーチング蓋

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)
鋼製グレーチング蓋

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)
鋼製グレーチング蓋

(T-25、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、細目、開閉タイプ)
鋼製グレーチング蓋

耐摩耗型
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工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

S=1:20

外構詳細図（3）

雨水排水工

備 考

参 考

水路展開図

展開図作図方向

展開図　1/100

展開図作図方向

水路①

350 3505050 3505300

35850
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道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事



工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

S=1:20雨水排水工

備 考

参 考

水路展開図

外構詳細図（4）

展開図　1/100
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水路④平面図　　　　1/100

水路⑤平面図　　　　1/100
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G-10

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事



工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

外構詳細図（5）

備 考

参 考

DK

朝日スチール工業株式会社「ユニフェンス」又は同等品以上

メッシュフェンス
2-8

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

3
0

2000 2000

1
7
70

1
8
0
0

G.L

280

180
再生砕石RC-40

4
50

10
0

3
0
0

独立基礎

180×180×H450
基礎ブロック

備 考

参 考

DK
S=1:30

2-9
既製品倉庫

株式会社稲葉製作所「FL-1426SL 2連棟」又は同等品以上

備 考

参 考

DK

朝日スチール工業株式会社「ユニフェンス」又は同等品以上

S=1:30
2-10

メッシュフェンス両開き門扉
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1
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ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）
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W2000

再生砕石RC-40
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舟形落し受付
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両面スライド施錠
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扉面

基礎伏せ図

扉面

・・・アンカーボルト位置を示す。
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2
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3
60

50 50

基礎詳細

基礎断面 A-A'断面

▽G.L

D10@300

D10@300

D10
D13

D13

金コテ押エ

▽G.L

※別途手配品

D10

※アンカーボルト

※ワッシャー1枚
　ナット2個

M10+00D7160以上
(M12でも可)

C.B

基礎天は面取しないでください

出
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～
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捨てコンクリート
再生砕石RC-40
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捨てコンクリート
再生砕石RC-40

40 300 40

1
25

16 棚板

扉

正面パネル

15

根太

床パネル

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

13

14

6

7

8

鼻隠シ前後

屋根パネル

壁パネル

11

妻板左右

5

桁後

鴨居

柱

土台

部　　品　　名

3

4

2

1

品番

アンカープレート

SGC400 F12 1.2

SZAC400 Y10 1.0

SGCC    F12

SGC400 F12

SGCC    F12

1.2

1.2

1.0

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SZACC    Y10

1.0

0.7

0.7

SZAC400 Y10 0.5

SGC400 F12

SGC400 F12 0.7

SGCC    F12 0.8

0.6

SGHC    F12 2.3

板厚(mm)材料 (材質)

9 梁中(奥行2630mm)

17

SGC400,SGCC,SGH400,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

多雪型

一般型

豪雪型

SGC400 F12
1.0

1.2

SZAC400 Y10

SGC400 F12

SGH400 F12

1.0

1.0

1.6

土台取付板 SGMH400 K27 2.3

10

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

12
母屋中

(間口1370mm)

0.6

SECC    E8

SECC：電気亜鉛めっき鋼板(JIS G 3313)

備 考

参 考
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2-11
キュービクル基礎 S=1:50

備 考

参 考
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ガスボンベ収納庫基礎
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再生砕石ＲＣ－４０

浅層地盤改良仕様

・基礎ベース下は,ＧＬ－５００まで浅層地盤改良を行う

セメント系固化材 ６０kg/ｍ3以上

長期地耐力　３０ｋＮ／ｍ2　（基礎下にて）

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする

・施工に先立ち係員の指示により現地土砂を採取し配合試験を行うこと

・一軸圧縮試験を行い、混合土採取は１ヶ所当たり３個の供試体を採取する

・強度確認は、7日の一軸圧縮試験による

(28日強度が得られない場合は、28日以内に再度試験を行う)

・供試体の大きさはφ5㎝～10㎝とし、高さはその2倍とする
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道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

浅層地盤改良
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工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

外構詳細図（6）

備 考

参 考
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空調室外機基礎(既存棟)

備 考

参 考
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空調室外機基礎(新築棟)
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道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事
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2-18
目隠しフェンス門扉

朝日スチール工業株式会社「目隠しフェンス」又は同等品以上

S=1:30
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浅層地盤改良

浅層地盤改良 浅層地盤改良

浅層地盤改良仕様

・基礎ベース下は,ＧＬ－５００まで浅層地盤改良を行う

セメント系固化材 ６０kg/ｍ3以上

長期地耐力　３０ｋＮ／ｍ2　（基礎下にて）

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする

・施工に先立ち係員の指示により現地土砂を採取し配合試験を行うこと

・一軸圧縮試験を行い、混合土採取は１ヶ所当たり３個の供試体を採取する

・強度確認は、7日の一軸圧縮試験による

(28日強度が得られない場合は、28日以内に再度試験を行う)

・供試体の大きさはφ5㎝～10㎝とし、高さはその2倍とする

浅層地盤改良仕様

・基礎ベース下は,ＧＬ－５００まで浅層地盤改良を行う

セメント系固化材 ６０kg/ｍ3以上

長期地耐力　３０ｋＮ／ｍ2　（基礎下にて）

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする

・施工に先立ち係員の指示により現地土砂を採取し配合試験を行うこと

・一軸圧縮試験を行い、混合土採取は１ヶ所当たり３個の供試体を採取する

・強度確認は、7日の一軸圧縮試験による

(28日強度が得られない場合は、28日以内に再度試験を行う)

・供試体の大きさはφ5㎝～10㎝とし、高さはその2倍とする
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亜鉛メッキ塗装
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短辺方向基礎断面図

短辺方向基礎断面図



工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

備 考

参 考

DK

外構詳細図（7）

2-16
ゴミストッカー

四国化成建材株式会社「ゴミストッカーＨＭ１型」又は同等品以上

G-13

S=1:30

本体パネル 溶接金網φ6.0×100×100

部材名 規格・寸法

■部材表

亜鉛-10%アルミ合金めっき鉄線
(付着量：300g/㎡)

材質・表面処理

上面パネル 溶接金網φ6.0×100×100（フック付）

補強線 φ5.0（両端フック付）

接続コイル φ5.0

上面パネルロック金具 φ4.0

固定金具 PL-4.5t

六角ボルトM10×60、六角ナットM10

SS400・HDZT63

HDZT35
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道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事
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扉・ガススプリング納り詳細図

5
5
0

8,500×1,250

１　支柱

２　横桟

３　パネルカバー

４　底板

５　側面化粧パネル

６　正面化粧パネル

７　コーナー化粧パネル

８　前框

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

組立金具類

ねじ類 ステンレス（ＳＵＳ）

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材

陽極酸化・塗装複合皮膜
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冷間圧延鋼板（ＳＰＣＣ）電気亜鉛めっき
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１０ 側面框
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１２ 化粧パネル端部Ｌ

１３ 化粧パネル端部Ｒ
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目隠し壁
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平面図 S=1:100

11,000 3,200

H1040 H920

2,185 1,0802,035

1,250 935

1,
34

0

1,
28

0

1,
21

0

1,
19

0

8
8
0

775

71ﾟ30'

3
,
1
5
02,

45
0ゴムチップ舗装t10 ▽基礎底板ライン

▽基礎底板ライン

3,420 2,3
20

4,390

380

1,
70

0

2
,
6
1
0

植栽帯1
植栽帯2

1
,
6
00

H2000

28,850

9,350

A

A

▼GL

縦D10@200ダブル

20
0

100

5
0

1
0
0

70
50

3
00

40
d

10
0

40
0

幅止め筋D10@1,000

水抜きパイプ

1
7
0

23
0 4
0
0

10
1
3
5

25

100

400 コンクリート打放し補修仕上げの上、

超耐久水性アクリルシリコン樹脂
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コンクリート打放し補修仕上げの上、
超耐久水性アクリルシリコン樹脂

クリアー塗装
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LEDライン照明(電気設備工事)
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クリアー塗装　H50
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施設名称サイン
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SUS t5 焼付塗装仕上
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既製品会所桝A
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浅層地盤改良仕様

・基礎ベース下は,ＧＬ－５００まで浅層地盤改良を行う

セメント系固化材 ６０kg/ｍ3以上

長期地耐力　３０ｋＮ／ｍ2　（基礎下にて）

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする

・施工に先立ち係員の指示により現地土砂を採取し配合試験を行うこと

・一軸圧縮試験を行い、混合土採取は１ヶ所当たり３個の供試体を採取する

・強度確認は、7日の一軸圧縮試験による

(28日強度が得られない場合は、28日以内に再度試験を行う)

・供試体の大きさはφ5㎝～10㎝とし、高さはその2倍とする
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工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二
キタイ設計（株）

S：図示
舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

S=1:20

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

G-14

外構詳細図（8）

備 考

参 考
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蛇篭

本体パネル 溶接金網φ6.0×100×100

部材名 規格・寸法

■部材表

亜鉛-10%アルミ合金めっき鉄線
(付着量：300g/㎡)

材質・表面処理

上面パネル 溶接金網φ6.0×100×100（フック付）

補強線 φ5.0（両端フック付）

接続コイル φ5.0

上面パネルロック金具 φ4.0

支柱 溝形鋼:＊-100×50×5.0×7.5

ベースプレート:PL-12t　※溝形鋼に溶接

固定金具 PL-4.5t

六角ボルトM10×60、六角ナットM10
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コンクリート

駐車場側

アルミ製笠木

2-D13

版築仕上げ4色
可とう性外装塗材 250250

180

50
10

0
4
0
0

1
3

1,
90

0

4040

5 5

2
0
0

70
50

超耐久水性アクリルシリコン樹脂

クリアー塗装　H200

支柱

補強線

接続コイル

10
0

3
0
0

4
0
0

可とう性外装塗材
版築仕上げ4色

超耐久水性アクリルシリコン樹脂

クリアー塗装　H200

コンクリート打放し補修仕上げの上、

1,
90

0駐車場側

側面図

コンクリート

コンクリート打放し補修仕上げの上、

打放し補修仕上げ

縦D10@200ダブル

横D10@200ダブル

48
5

48
5

※可とう性外装塗材：パレットＨＧ/四国化成建材株式会社

※アルミ製笠木：デザイナーズパーツ笠木（黒色） 195×13/株式会社LIXIL

※じゃかごとコンクリート壁はL型金物にて連結すること。

D13@200ダブル
垂直断面図

5
00

500 500
D13@200ダブル

浅層地盤改良

浅層地盤改良仕様

・基礎ベース下は,ＧＬ－５００まで浅層地盤改良を行う

セメント系固化材 ６０kg/ｍ3以上

長期地耐力　３０ｋＮ／ｍ2　（基礎下にて）

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする

・施工に先立ち係員の指示により現地土砂を採取し配合試験を行うこと

・一軸圧縮試験を行い、混合土採取は１ヶ所当たり３個の供試体を採取する

・強度確認は、7日の一軸圧縮試験による

(28日強度が得られない場合は、28日以内に再度試験を行う)

・供試体の大きさはφ5㎝～10㎝とし、高さはその2倍とする
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案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場
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庫
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1-1
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VP1
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VP100

VP1
00
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3

3
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4
4

4
4

4
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2 1
6

5

9
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7
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DKDK

3-1
DK

3-2

凡　　例 備　考名　称

現場打雨水桝(□500)
H930

コンクリート蓋(600角)

現場打雨水桝(□500)
グレーチング蓋(600角)

H800DK

DK

外構撤去リスト(排水)

　

3-1

3-2

※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。

DK

3-3
既製品雨水桝(□360)

H600

DK
3-3

DK
3-3

DK
3-3

コンクリート蓋(500角)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK
DK

2-15

2-5

2-9

2-9

2-16

2-10

2-11

2-7

2-7

2-4

2-3

2-2

2-6

DK
2-2

DK

DK
2-14

DK

2-12

DK

2-1

DK

2-18

2-20

DK
2-19

DK
2-20

DK
2-1

DK
2-17

DK
2-8

　　例 　称 備　考

ブロック　W150×H150

地先境界ブロック(□120)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

アルミ手すり

DK

DK

DK

DK

DK
鋼製　W2800×H2800

DK

DK 1350×800×H700(テーブル)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

800×500×H700

一時撤去・仮置き

一時撤去・仮置き

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

2-16

2-17

2-18

2-19

歩車道境界ブロック②

サイン①

サイン②

歩車道境界ブロック①

コンクリート擁壁

地先境界ブロック(□150)

室外機基礎

SUS手すり

通路屋根

鋼製ベンチ・テーブル

木製ベンチ・テーブル

アルミ製　W1800×H2200

1800×265×H370(ベンチ)

1800×685×H700(テーブル)

1900×400×H400(ベンチ)

休憩所 木製　7280×2730×H2700

喫煙所

屋外店舗①

屋外店舗② 木製　3000×1200×H2200

休み石

ポスト

W170×H250～400

φ34 H850

支柱φ42.7@2000

H3000　アルミ支柱

支柱φ60@1000

φ35 H800

木製　2730×1820×H2700

木製　1800×1800×H2500

ブロック　W120×H120

コンクリート製

ブロック　W100×H155

ブロック　W170×H300

名凡

※図示なくも解体範囲内の付帯物については全て撤去のこと。図示

DK
2-20

既製品倉庫

2900×4000×GL上H100

①1800×1200,②1800×950

③2100×1400

DK
2-13

　

外構撤去リスト(付帯)

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。

※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。

①

②

③

　

外構撤去リスト(樹木)

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。
※図示なくも解体範囲内の樹木については全て撤去のこと。

番号 H樹高(m) C幹周(㎝) W枝張り(m) 単位

本

本

本

数量

1

1

摘要

伐採・除根

伐採・除根

伐採・除根

30

本

本

伐採・除根

伐採・除根2.0

2.5 1.815 3

1.2

2.5

20 6

本 伐採・除根

伐採・除根―0.9 0.9

伐採・除根―0.7 0.5

30 2.0 1

1

本 伐採・除根

本 伐採・除根

3.0 25 1.2

1.5

3.0

2.0 20 0.8

伐採・除根―

2.5 20 1.0 1

2.5 15 0.6 1

1.0 1.4

㎡

㎡

㎡

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

40

17

6

密度

5本/㎡程度

8本/㎡程度

8本/㎡程度

1-3
DK

DK

DK

1-4
DK

DK
1-5

1-3

1-2

※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い
十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

　　

AS:t50,砕石:t150

凡 例 　名 称 備 考

1-1
アスファルト舗装DK

Co:t70,砕石:t100

インターロッキングブロック:t60

砂:t30,砕石:t100

1-3
DK

1-2
DK

1-4
DK

DK
1-5

白線

インターロッキング舗装

ブロック舗装

コンクリート舗装

W150　消去

平板ブロック:t60
砂:t30,砕石:t100

※図示なくも解体範囲内の舗装については全て撤去のこと。

DK
1-5

※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い
十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、場内敷均しを行うこと。

　

外構撤去リスト(舗装)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置、地中埋設物状況を把握した上で施工図を作成し、
監督員の承諾を受けること。

1-1
DK

V
P1

25

V
P
15
0

1-1
DK

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:200全体外構撤去配置図

KG-01

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）
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転

自

トイレ

ホッケー場

案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

倉
庫

1-1
DK

2-2
DK

DK
2-6

DK
3-1

DK
3-2

DK
2-20

DK
2-20

DK
2-1

V P
1 5

0

1-1
DKDK

1-5

舗装カッター切り

舗
装
カ

ッ
タ

ー
切

り

②

①

③

舗装カッター切り

舗装カッター切り

舗
装

カ
ッ

タ
ー

切
り

:1工区範囲を示す

1-1
DK

DK
1-2

DK
1-2

DK
1-3

DK
1-2

※図示なくも解体範囲内の舗装については全て撤去のこと。

※図示なくも解体範囲内の付帯物については全て撤去のこと。図示

　

外構撤去リスト(付帯)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、場内敷均しを行うこと。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。

　

外構撤去リスト(舗装)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置、地中埋設物状況を把握した上で施工図を作成し、
監督員の承諾を受けること。

　

外構撤去リスト(樹木)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。
※図示なくも解体範囲内の樹木については全て撤去のこと。

凡　　例 備　考名　称

現場打雨水桝(□500)
H930

コンクリート蓋(600角)

現場打雨水桝(□500)
グレーチング蓋(600角)

H800DK

DK

外構撤去リスト(排水)

　

3-1

3-2

※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い
十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。

　　例 　称

　　

AS:t50,砕石:t150

凡 例 　名 称 備 考

1-1
アスファルト舗装DK

Co:t70,砕石:t100

インターロッキングブロック:t60

砂:t30,砕石:t100

1-3
DK

1-2
DK

1-4
DK

DK
1-5

白線

インターロッキング舗装

ブロック舗装

コンクリート舗装

W150　消去

平板ブロック:t60
砂:t30,砕石:t100

備　考

ブロック　W150×H150

地先境界ブロック(□120)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

アルミ手すり

DK

DK

DK

DK

DK
鋼製　W2800×H2800

DK

DK 1350×800×H700(テーブル)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

800×500×H700

一時撤去・仮置き

一時撤去・仮置き

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

2-16

2-17

2-18

2-19

歩車道境界ブロック②

サイン①

サイン②

歩車道境界ブロック①

コンクリート擁壁

地先境界ブロック(□150)

室外機基礎

SUS手すり

通路屋根

鋼製ベンチ・テーブル

木製ベンチ・テーブル

アルミ製　W1800×H2200

1800×265×H370(ベンチ)

1800×685×H700(テーブル)

1900×400×H400(ベンチ)

休憩所 木製　7280×2730×H2700

喫煙所

屋外店舗①

屋外店舗② 木製　3000×1200×H2200

休み石

ポスト

W170×H250～400

φ34 H850

支柱φ42.7@2000

H3000　アルミ支柱

支柱φ60@1000

φ35 H800

木製　2730×1820×H2700

木製　1800×1800×H2500

ブロック　W120×H120

コンクリート製

ブロック　W100×H155

ブロック　W170×H300

名凡

DK
2-20

既製品倉庫

2900×4000×GL上H100

①1800×1200,②1800×950

③2100×1400

DK

3-3

H600
既製品雨水桝(□360)

コンクリート蓋(500角)

番号 H樹高(m) C幹周(㎝) W枝張り(m) 単位

本

本

本

数量

1

1

摘要

伐採・除根

伐採・除根

伐採・除根

30

本

本

伐採・除根

伐採・除根2.0

2.5 1.815 3

1.2

2.5

20 6

本 伐採・除根

伐採・除根―0.9 0.9

伐採・除根―0.7 0.5

30 2.0 1

1

本 伐採・除根

本 伐採・除根

3.0 25 1.2

1.5

3.0

2.0 20 0.8

伐採・除根―

2.5 20 1.0 1

2.5 15 0.6 1

1.0 1.4

㎡

㎡

㎡

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

40

17

6

密度

5本/㎡程度

8本/㎡程度

8本/㎡程度

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:2001期工事外構撤去配置図

KG-02

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



E
V 

Q
UI

C
K

ク

イ

バ

車

転

自
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ホッケー場

案内ｻｲﾝ

総合案内ｻｲﾝ

誘導ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
（ﾊﾞｲｸ駐車場）

案内サイン
（自転車駐輪場）

ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ

ﾊﾞｲｸ駐車場

厨房

飲食･物販スペース

検収室

一般用ＷＣ

授乳室

蕎麦打ち

スペース

職員用ＷＣ

倉庫

休憩･会議室

1-1
DK

VP150

VP100

VP1
00

VP1
00

VP1
00

VP1
00

VP1
00

VP
1
0
0

VP
1
0
0

V
P1

25

舗装カッター切り
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:2工区範囲を示す

DK
3-3

DK
3-3

DK
3-3

凡　　例 備　考名　称

現場打雨水桝(□500)
H930

コンクリート蓋(600角)

現場打雨水桝(□500)
グレーチング蓋(600角)

H800DK

DK

外構撤去リスト(排水)

　

3-1

3-2

DK

3-3
既製品雨水桝(□360)

H600

グレーチング蓋(500角)

DK

DK

DK

DK
DK

DK

DK

DK

DK

DK

DK
DK

DK

2-15

2-5

2-1

2-9

2-9

2-16

2-17

2-10

2-11

2-7

2-7

2-4

2-3

DK
2-2

DK

DK
2-14

2-12

DK
2-18

DK
2-19

2-2
DK

2-2
DK

DK
2-1

2-8
DK

DK
2-13

　　例 　称 備　考

ブロック　W150×H150

地先境界ブロック(□120)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

アルミ手すり

DK

DK

DK

DK

DK
鋼製　W2800×H2800

DK

DK 1350×800×H700(テーブル)

DK

DK

DK

DK

DK

DK

800×500×H700

一時撤去・仮置き

一時撤去・仮置き

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

2-16

2-17

2-18

2-19

歩車道境界ブロック②

サイン①

サイン②

歩車道境界ブロック①

コンクリート擁壁

地先境界ブロック(□150)

室外機基礎

SUS手すり

通路屋根

鋼製ベンチ・テーブル

木製ベンチ・テーブル

アルミ製　W1800×H2200

1800×265×H370(ベンチ)

1800×685×H700(テーブル)

1900×400×H400(ベンチ)

休憩所 木製　7280×2730×H2700

喫煙所

屋外店舗①

屋外店舗② 木製　3000×1200×H2200

休み石

ポスト

W170×H250～400

φ34 H850

支柱φ42.7@2000

H3000　アルミ支柱

支柱φ60@1000

φ35 H800

木製　2730×1820×H2700

木製　1800×1800×H2500

ブロック　W120×H120

コンクリート製

ブロック　W100×H155

ブロック　W170×H300

名凡

DK
2-20

既製品倉庫

2900×4000×GL上H100

③2100×1400

①1800×1200,②1800×950

1-3
DK

1-3
DK

1-4
DK

DK
1-5

　

外構撤去リスト(樹木)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。
※図示なくも解体範囲内の樹木については全て撤去のこと。

凡　　例 備　考名　称

DK

　

4-1

DK

4-1

1-1
DK

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。

外構撤去
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。

リスト(仮舗装)

1-2
DK

砂利敷き舗装

DK

4-1

※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

　　

AS:t50,砕石:t150

凡 例 　名 称 備 考

1-1
アスファルト舗装DK

Co:t70,砕石:t100

インターロッキングブロック:t60

砂:t30,砕石:t100

1-3
DK

1-2
DK

1-4
DK

DK
1-5

白線

インターロッキング舗装

ブロック舗装

コンクリート舗装

W150　消去

平板ブロック:t60
砂:t30,砕石:t100

砂利敷きt200

※図示なくも解体範囲内の舗装については全て撤去のこと。

※図示なくも解体範囲内の付帯物については全て撤去のこと。図示

　

外構撤去リスト(付帯)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置状況を把握した上で施工図を作成し、監督員の承諾を受けること。
※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。

※ＧＬより下部の寸法及び排水管ルートは想定のものとする。
※撤去後、場内敷均しを行うこと。
※撤去後、現況地盤高まで敷き均しを行うこと。

　

外構撤去リスト(舗装)
※図示寸法、高さ、数量等は工事概要を示すものであるため、工事着手前に現場測量を行い

十分に敷地状況および既存建物位置、地中埋設物状況を把握した上で施工図を作成し、
監督員の承諾を受けること。

番号 H樹高(m) C幹周(㎝) W枝張り(m) 単位

本

本

本

数量

1

1

摘要

伐採・除根

伐採・除根

伐採・除根

30

本

本

伐採・除根

伐採・除根2.0

2.5 1.815 3

1.2

2.5

20 6

本 伐採・除根

伐採・除根―0.9 0.9

伐採・除根―0.7 0.5

30 2.0 1

1

本 伐採・除根

本 伐採・除根

3.0 25 1.2

1.5

3.0

2.0 20 0.8

伐採・除根―

2.5 20 1.0 1

2.5 15 0.6 1

1.0 1.4

㎡

㎡

㎡

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

40

17

6

密度

5本/㎡程度

8本/㎡程度

8本/㎡程度

(A3版 S=1:400)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:2002期工事外構撤去配置図

KG-03

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）
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捨てコンクリート
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砂利

アルミ手すり サイン① サイン②

▽ＧＬ

2000
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支柱 SUSφ42.7×t1.65

支柱 アルミφ60×t1.6

鉄筋D10＠200

(タテヨコ)
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00

砕石

コンクリート

捨てコンクリート
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数量計算時は高さの平均H325とする

□300

□300

手すり SUSφ34×t1.65

手すり アルミφ35×t1.2

430

3
0
0

複合樹脂板t2 両面

9
0
0

コンクリート　□300

支柱 アルミ50×100×t2.0

複合樹脂板t2

2
,
8
0
0

3
0
0

1
,4

0
0

コンクリート　□450

1,800 2,800

□300

□400

□450

□550

5
00

鋼材□125×t3.2

鋼材□125×t3.2L=1150
鋼材50×20×t1.6 12本

G.L G.L

G.L

770

1,350

G.L G.L

2
,
2
0
0

10
0

4
50

5
5
0

10
0

5
5
0 60

0

砕石 砕石

1,800

6
8
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2
65 1,800

3
70

7
00

635

1,900

1,350

4
0
0

80
0

1,900

4
00

400

800

400

320

平面図

テーブル正面図 側面図

L=800

天板:木板 W125t25 2枚

天板:木板 W125t25 5枚

天板:木板 W125t25 2枚

天板:木板 W125t25天板つなぎ

ベンチ天板
木材45×45木板 t70

天板補強:木材 30×60

木材 △100×100　L300

7
0
0

ベンチ天板 木材770×300×t30
木板 t70

テーブル脚元ベンチ正面図 テーブル正面図
木材φ100 木材 100×400×30

テーブル天板

木板 t20
ベンチ柱脚:木材φ200

テーブル天板:木板 t20

天板補強:木材 30×60

ベンチ天板
木板 t70

テーブル脚:木板 t30
木材φ100

平面図

ベンチ柱脚:木材φ200
側面図

鋼材□40×t1.6

鋼材□40×t1.6

補強材
鋼材φ27.2×t2.0

鋼材PL-5 W50

鋼材φ48.6×2.3

鋼材□40×t1.6

天板つなぎ:鋼材PL-5 W50

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

1-3
S=1:10

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

1-1
アスファルト舗装

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

1-2
S=1:10 S=1:10

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

S=1:20

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。
備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

2-6

インターロッキング舗装 ブロック舗装
1-4

コンクリート舗装

2-1
歩車道境界ブロック① S=1:10

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

S=1:10歩車道境界ブロック②
2-2

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

コンクリート擁壁
2-3

S=1:20 地先境界ブロック(□150)
2-4

S=1:10

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

S=1:10
2-5

地先境界ブロック(□120)

S=1:10室外機基礎

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

SUS手すり S=1:20
2-7

備 考

参 考

DK

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

2-8
S=1:20

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。
備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

2-10 2-11
S=1:30 S=1:30 S=1:30

鋼製ベンチ・テーブル
2-12

S=1:30

備 考

参 考

DK

2-13
木製ベンチ・テーブル

備 考

参 考

DK
S=1:20

4-1
砂利敷き舗装

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=図示外構撤去詳細図(1)

KG-04

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



G.L

G.L G.L

G.L

G.L G.L

G.L G.L

G.L
G.LG.L

断面図

平面図
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コンクリート

正面図 側面図

コンクリート

砕石(再生砕石RC-40)

砕石(再生砕石RC-40)

鋼材φ110

石材

120

180180
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3
0
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1
00
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0
0

▽GL

基礎詳細図　　1/30

コンクリート

捨てコンクリート

砕石

D10

D10
D10＠200

D10＠200

D13

D10

コンクリートブロック

360

460

平面詳細図(外壁部分)　1/30

木材　□45

木板　W180t10

筋交い:

木材45×100 L900

C面立面図
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A面立面図
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D面立面図
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A面立面図
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C面立面図
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1
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910910910

平面図

基礎伏図

小屋伏図

2,
4
2
0

3,330

D面立面図

1
,
7
00

平面図

2,
7
0
0

2,
2
0
02,

7
0
0

2
,
20
0

3,930

450 2,730 750

7,280300

7,880

300

平面図

300 300

3,330

2,730 300 1,820 300

2,420

コンクリート置き基礎φ300×H100
ビニールシート範囲

コンクリート置き基礎φ300×H100

鼻隠し:木材200×15

鼻隠し:木材200×15

梁:木材150×100

B

柱:木材□100

D

ビニールシートt0.5

梁:木材150×100 桁:木材200×100垂木:45×45＠303

25本

10
2

ビニールシート範囲

鋼管Φ21.7×2.0

10
2

ビニールシート範囲

C

屋根:鋼板瓦棒葺き t=0.8　下地木板 t=25

L=950

火打ち:木材50×50

軒樋

竪樋

VP50

土台:木材□100

柱:木材□100

木材45×90

W120H100

10
3

垂木:45×45＠300

12本

桁:木材200×100

巾木:コンクリートブロック

A

B

C

D

外壁:木板t10 10枚

外壁:木板t10 15枚

外壁:木板t10 15枚 外壁:木板t10 5枚

塩ビW100H100

A

鼻隠し:木材150×15

H=1700

桁:木材200×100

桁:木材200×100

屋根:鋼板瓦棒葺き t=0.8　下地木板 t=25

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。
備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

備 考

参 考

DK

備 考

参 考

DK

S=1:30

休憩所 S=1:50
2-14 2-15

喫煙所 S=1:50

※ＧＬより下部及び地上隠ぺい部の寸法は想定のものとする。 ※ＧＬより下部及び地上隠ぺい部の寸法は想定のものとする。

2-18
休み石

※一時撤去・仮置き

S=1:20

※一時撤去・仮置き

S=1:20
2-19

ポスト

基礎コンクリートおよびコンクリート舗装のコンクリート強度は21N/mm2とする。（有筋の場合）

基礎コンクリートおよび捨てコンクリートのコンクリート強度は18N/mm2とする。（無筋の場合）

(基礎解体後、根入れ部分も

含めて仮置きを行うこと)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=図示外構撤去詳細図(2)

KG-05

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）
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平面詳細図(外壁部分)　1/30

木材40×25
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▽建物外壁

A C

木材□55

ベニヤ板t10

▽建物外壁

A

B

屋根:ポリカ波板 t=0.7

下地ベニヤ板 t=10

木材25×90 6本

ポリカーボネート板t2.0

(タテヨコ)

1,800

2,000

屋根伏図

側面図
正面図

母屋　アルミ15×30×t1.5

ポリカーボネート板t2.0

桁　アルミ60×120×t2.5

支柱 アルミ□100×t2.5

梁　アルミ40×60×t2.0

桁　アルミ60×120×t2.5 母屋　アルミ15×30×t1.5

梁＠800　アルミ40×60×t2.0

下地ベニヤ板 t=10

木材25×90

ベニヤ板t10

木材□55

木材□55 屋根:ポリカ波板 t=0.7

10
2.5

木材□55

木材□55

ベニヤ板t10

B
建具:木板t30

土台:木材□90

屋根:ポリカ波板 t=0.7　下地ベニヤ板 t=10

鋼製看板t=1.2

外壁:木板W90t10　22枚
　　 木材40×25

10
1

軒樋:塩ビW100H100

VP50

竪樋

梁:木材□90

外壁:木板W90t10　12枚

柱:木材□100

　　 木材40×25

鉄筋D10@200

配置平面図　1/100
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屋外店舗① S=1:50 屋外店舗② S=1:50

2-16 2-17

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

通路屋根
2-9

S=1:50

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

3-1
現場打雨水桝(□500)

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

現場打雨水桝(□500)
3-2

S=1:20 S=1:20

※地上隠ぺい部の寸法は想定のものとする。 ※地上隠ぺい部の寸法は想定のものとする。

備 考

参 考

DK

※ＧＬより下部の寸法は想定のものとする。

S=1:20
3-3

既製品雨水桝(□360)

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=図示外構撤去詳細図(3)

KG-06

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）



扉

正面パネル

根太

床パネル

鼻隠シ前後

屋根パネル

壁パネル

妻板左右

桁後

鴨居

柱

土台

部　　品　　名

SGC400 F12

SZAC400 Y10

SGC400 F12

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SGC400 F12

SGC400 F12

材料 (材質)

土台取付板 SGMH400 K27

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

SGC400,SGCC,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

SECC：電気亜鉛めっき鋼板(JIS G 3313)
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ベース

床パネル

扉

屋根
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平面図

正面図

▽G.L

側面図

1
0
41000

▽G.L

1000

7
1

正面図 側面図

扉面

ブロック基礎図

扉

正面パネル

壁パネル SGC400 F12

SGC400 F12 0.7

0.8

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

SGC400,SGCC,SGH400,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

根太

床パネル

鼻隠シ前後

屋根パネル

妻板左右

桁後

鴨居

柱

土台

部　　品　　名

SGC400 F12 1.2

SZAC400 Y10 1.0

SGC400 F12

1.2

1.2

1.0

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

1.0

0.7

0.7

SZAC400 Y10 0.5

1.0

材料 (材質)

一般型

土台取付板 SGMH400 K27 2.3

母屋中(2210mm) SGC400 F12

アンカープレート 2.3

SGCC F12

SGCC F12

SZACC Y10

SGCC F12

SGHC F12

0.6

板厚(mm)
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品番

SECC：電気亜鉛めっき鋼板(JIS G 3313)

平面図

▽G.L

平面図

正面図 側面図 断面図

F12             1.2+1.0

F12→溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3302）

ベース

部品名
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1

品番

ベース下枠

壁パネル

扉

床パネル

屋根

側板

F12             1.2+1.0

F12             　 0.6

F12             　 0.5

F12             　 0.6

F12             　 0.6

F12              　1.0

材料（材質）    　 単位mm

参考重量：109.6kg

参考重量：173kg

参考重量：234kg

コンクリートブロック

コンクリートブロック

390×190×H100

190×190×H100

備 考

参 考

DK

2-20
既製品倉庫 S=1:50

※GLより下部及び地上隠ぺい部の寸法は想定のものとする。

③

②

工事名称

図面名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

S=図示外構撤去詳細図(4)

KG-07

道の駅「瑞穂の里・さらびき」再整備工事

キタイ設計（株）


